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1. 宮崎県の概要
人口・世帯数(平成３０年８月１日 推計値）
総人口 １，０８０，２７９人

男性 ５０８，２１８人（47％）
女性 ５７２，０６１人（53％）
世帯数 ４６８，３６４世帯

障がい者数（平成２９年度末現在）

身体障がい者 ６２，６４４人 （76.0％）
知的障がい者 １１，４７９人 （13.9％）
精神障がい者 ８，２８９人 （10.1％）

合 計 ８２，４１２人 （100％）
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宮崎県の１番
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２. 地域生活支援拠点等の整備に向けた取組状況

第５期宮崎県障がい福祉計画の数値目標として、平成３２年
度末までに、「各圏域に少なくとも一つを整備」を設定し、拠
点等の整備に向けた取組を行っている。

事 項 目標値 備 考

地域生活支援拠点等の数 ７箇所以上 平成３２年度末までに各圏域に少なくとも一
つを整備

○第５期宮崎県障がい福祉計画《数値目標》
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圏域整備を検討している自治体が多いが、同じ圏域であっ
ても地理的状況等から単独設置を検討している自治体もある
（平成30年4月１日現在）。

圏 域 市町村 圏域整備 単独整備 未定

宮崎東諸県 宮崎市、国富町、綾町 ○

日南串間 日南市、串間市 ○

都城北諸県 都城市、三股町 ○

西諸県 小林市、えびの市、高原
町

○

西都児湯 西都市、高鍋町、新富
町、西米良村、木城町、
川南町、都農町

○

日向入郷 日向市、門川町、諸塚
村、椎葉村、美郷町

○

宮崎県北部 延岡市、高千穂町、日
之影町、五ヶ瀬町

○
（３町）

○
（延岡市）

○取組状況（単独・圏域）
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整備類型は、面的整備型を検討している市町村が約６割以上、備えるのが
特に困難な機能は、「④専門的人材の養成・確保（６１．５％）」、「緊
急時の受入・対応（４６．２％）」（平成30年4月1日現在）。

拠点等の５つの機能 備えるのが特に困難
と回答した市町村数

①相談 ６市町村 （23.1％）
②体験の機会・場 １０市町村 （38.5％）
③緊急時の受入・対応 １２市町村 （46.2％）
④専門的人材の養成・確保 １６市町村 （61.5％）
⑤地域の体制づくり １０市町村 （38.5％）

○取組状況（整備類型・困難な機能）

整備類型 市町村数

①多機能拠点整備型 ０市町村 （ 0％）
②面的整備型 １６市町村 （61.5％）
③未定 １０市町村 （38.5％）
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３. 宮崎県の総人口・分類別人口（将来推計）
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県全体の総人口は、２，０６０年までに３７．３％減少し、老年人口の減少は高止まりする
中で、生産年齢人口、年少人口の減少が著しい推計結果となっている。

出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（１）－①．宮崎東諸県圏域の総人口（将来推計）

圏域の総人口は、２８．４％減、宮崎市は、２６．９％減、国富町は、５１．２％減、綾町
は、４６．０％減であり、特に２町は、約５割減。

出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（１）－②．宮崎東諸県圏域の分類別人口（将来推計）

宮崎市は、老年人口は約３割増、いずれの自治体も老年人口の増減と比較して、生産年齢人
口（働き手）及び年少人口の減少が著しい。
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（２）－①．日南串間圏域の総人口（将来推計）

圏域及び各自治体の総人口は、５割～６割減と著しく減少。
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（２）－②．日南串間圏域の分類別人口（将来推計）

分類別人口（総人口、年少人口、生産年齢人口、老年人口）のいずれも著しく減少。
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（３）－①．都城北諸県圏域の総人口（将来推計）

圏域の総人口は、３０．９％減、都城市は、３２．０％減、三股町は、２３．６％減。
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（３）－②．都城北諸県圏域の分類別人口（将来推計）

都城市は、老年人口の減少は高止まり、三股町は、老年人口が増加する中で、生産年齢人
口、年少人口の減少が著しい。
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（４）－①．西諸県圏域の総人口（将来推計）

圏域の総人口は、約５割減、各自治体の総人口は、約４割～６割減と総人口の減少が著し
い。
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（４）－①．西諸県圏域の分類別人口（将来推計）

小林市は、老年人口の減少は高止まり、他自治体は、分類別人口（総人口、年少人口、生産
年齢人口、老年人口）のいずれも著しく減少。

53.48

41.27
44.57

75.42

0

20

40

60

80

100

120

2010 2020 2030 2040 2050 2060

小林市

総人口 年少人口 生産年齢人口 老年人口

43.78

39.68
39.54

51.72

0

20

40

60

80

100

120

2010 2020 2030 2040 2050 2060

えびの市

総人口 年少人口 生産年齢人口 老年人口

40.78

30.9834.86

53.86

0

20

40

60

80

100

120

2010 2020 2030 2040 2050 2060

高原町

総人口 年少人口 生産年齢人口 老年人口

出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（５）－①．西都児湯圏域の総人口（将来推計）

圏域の総人口は４４．８％の減、各自治体の総人口は約４割～６割減と著しく減少。
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（５）－①．西都児湯圏域の総人口（将来推計）
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（５）－②．西都児湯圏域の分類別人口（将来推計）
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高鍋町、新富町、川南町は、老年人口の減少は高止まり、他自治体は、分類別人口（総人
口、年少人口、生産年齢人口、老年人口）のいずれも著しく減少。

出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（５）－②．西都児湯圏域の分類別人口（将来推計）
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（６）－①．日向入郷圏域の総人口（将来推計）

圏域の総人口は、約４割減、諸塚村、椎葉村、美郷町の人口減少は約７割減と著しく減少。
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（６）－①．日向入郷圏域の総人口（将来推計）
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（６）－②．日向入郷圏域の分類別人口（将来推計）

日向市、門川町は、老年人口の減少は高止まり、他自治体は、分類別人口（総人口、年少人
口、生産年齢人口、老年人口）のいずれも著しく減少。
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（６）－②．日向入郷圏域の分類別人口（将来推計）
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（７）－①．宮崎県北部圏域の総人口（将来推計）

圏域の総人口は、４７．０％減、各自治体の人口は、約４割～約７割減と著しく減少。

153,790人

81,559人

(47.0%減)

70,000人

100,000人

130,000人

160,000人

2,010年 2,020年 2,030年 2,040年 2,050年 2,060年

７.宮崎県北部圏域（１市３町）

131,182人

72,638人

(44.6%減)

50,000人

100,000人

150,000人

2,010年 2,020年 2,030年 2,040年 2,050年 2,060年

延岡市

13,721人

5,744人

(58.1%減)

5,000人

8,000人

11,000人

14,000人

2,010年 2,020年 2,030年 2,040年 2,050年 2,060年

高千穂町

出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（７）－①．宮崎県北部圏域の総人口（将来推計）
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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（７）－②．宮崎県北部圏域の分類人口（将来推計）

延岡市は、老年人口の減少は高止まり、他自治体は、分類別人口（総人口、年少人口、生産
年齢人口、老年人口）のいずれも著しく減少。
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出典：国立社会保障・人口問題研修所「日本の地域別将来推計人口」
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４． 人口（将来推計）から見た課題と拠点等の整備

今後４０年間に、各自治体の総人口及び生産年齢（働き手）人口は、大
幅な減少に直面することとなり、あらゆる地域力（ひと、もの、かね）が
低下する中で、いかに福祉サービスの維持・向上を図っていくのか地域の
創意工夫が求められる。

① 税収の減少による限られた財源の有効活用。

② 働き手不足による介護・福祉人材の確保。

③ 老年人口の高止まりによる重度・高齢化への対応。など

【 直面する課題 】

課題解決の一つの手段として、あらゆる地域資源
（自治体、事業所、人材など）の「連携」を基本と
した拠点等の整備を目指す。
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５． 宮崎県で進める拠点等の整備のポイント

① 自立支援協議会の活性化、基幹相談支援センターの整備、

拠点等の整備をセットで取り組むとともに３つの主体間の

連携体制の構築を図る。

② 限られた地域資源を有効活用するため、一つの自治体、

一部の法人の力だけではない多主体間の連携による整備を図る。

③ コーディネーターなど拠点等のキーとなる人材が存分に能力

を発揮することができるための環境整備及びキーとなる人材の

ノウハウを次世代へ継承する仕組みづくり（世代間の連携）。

④ 地域の実情に応じた５つの機能の優先順位付けによる拠点等

の整備、整備後の段階的機能の追加・充実。

【 主なポイント 】～あらゆる主体の連携を視点として～
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